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雨の日の交通安全対策（歩き方） 
 今年は、例年よりずいぶん早く梅雨入りをしました。しばらく不安定な空模様との付き合い

が続きます。雨の日は、子どもたちの登下校が心配です。傘をさすことによって視界が悪くな

り、通学路でも交通事故のリスクが高まります。 

 雨の日は、自動車を運転するドライバーの視界が悪くなるうえ、路面が滑りやすくブレーキ

を踏んでから止まるまでの制動距離が長くなります。これは悪天候時に自動車事故が増える要

因の一つです。それとは別に事故が増える要因は、通学路を歩く子どもたちにもあります。 

・傘をさすことで、周りが見えにくくなる 

・傘や雨音で、周囲の音が聞こえにくくなる 

・水たまりや広げた傘に妨げられて、安全に歩けるスペースが狭くなる 

・足元が気になってうつむきがちになり、前後左右の注意がおろそかになる 

雨の日は、晴れた日以上に周囲によく目を配り、安全確認を慎重に行うことが大切です。「雨

の日はいつもと同じように歩いていては危ない」とういう意識が不可欠です。子どもたちには、

安全に登下校できるように以下のような雨の日の歩き方を指導していきます。ご家庭でも話を

してください。 

【雨の日の歩き方】 

・傘は、前が良く見えるように持つ 

・足元ではなく少し先を見て歩き、時々遠くを見る 

・道路を渡るときは、傘を上げて前後左右の安全を確認する 

・水たまりやすれ違う人をよけるときも、車や自転車に注意する 

・車が近づいてきたら安全な場所で通り過ぎるのを待つ 

・車が止まって道を譲ってくれても、渡る前には前後左右（特に反対側）の安全確認を徹底す

る 

また、保護者の皆様のちょっとした工夫で子どもたちの雨の日の安全性を高めることもでき

ます。ぜひ参考にしてみてください。 

・明るい色の衣服や傘を選ぶ 

雨の日は、子どもの衣服はなるべく明るい色のものを選ぶことをおすすめします。目立つ

のは、白っぽい色や黄色などの明るい色。パステルカラーなども視認性が高まります。反対

に景色に同化しやすいのは、黒や紺などの暗めの色。赤や緑も日差しがない時は目立ちませ

ん。傘や長靴なども、なるべく視認性が高いものを選んであげるとよいと思います。傘の一

部が透明になっているなど、子どもからの視認性を高める工夫がされたものもあります。 

・できるだけ身軽に 

  傘があるだけでも、いつもと歩く勝手が違います。特に低学年は顕著です。手提げ袋など

の荷物は、ランドセルの中に入れるなどして、なるべく身軽に歩ける工夫をしてあげてくだ

さい。また、体に合わない大きすぎる傘は、子どもには扱いにくく歩行中も傘に気を取られ

てしまいます。視界も狭めますので、身長にあったサイズの傘を選んでください。 

 

学校教育目標：夢をもち 仲間とともに 学びを深める子どもの育成 

～夫子循循然善誘人～ 



第 1回折り紙ヒコーキ大会開催 
 ５月２８日（日）に、循誘まちづくり協議会子どもまなざ

し部会主催の折り紙ヒコーキ大会が開催されました。テレビ

ゲームや YouTube、TikTok等で遊ぶことが多い子どもたち

に、他の楽しみ、親、地域の方と触れ合う楽しみを味わって

ほしいというねらいで行われました。子どもたちは 2つの競

技に挑戦しました。滞空時間を競うものと的あてです。それ

ぞれの競技にあうヒコーキ（長く飛ぶ、まっすぐ飛ぶ）の折

り方を丁寧に教えてもらいました。子どもたちは、何回も飛

ばしてみながら、折り方を微調整したり、投げるときの力の

入れ方、投げだす角度などを工夫したりしていました。楽し

みながら、一生懸命考えながら競技する子どもたちの表情が

素敵でした。また、大人の方も童心に返って楽しまれていま

した。（子供以上に楽しんであったかも） 

 今年度中に、第 2回の大会も開催されるそうです。今回参

加されなかった方も、親子で参加されてみてはどうでしょう

か。きっといい思い出になると思います。 

縦割り班活動スタート  

   

6年生がリーダーとなって活動するなかよしタイム（朝の時間の遊び）となかよし掃除がス

タートしました。全校が 16 の班に分かれ、1 年生から 6 年生が一緒に一つの班として活動し

ていきます。班ごとに遊ぶときも、1年生から 6年生が一緒に遊べる遊び、ルールを考えなが

ら遊びます。掃除では、掃除の仕方を上学年の子どもが手本を示しながら下学年に教える場面

も多く見られます。6年生は、計画を立て、全体を見ながら活動を進めていかなければいけな

いので大変だと思いますが、やりがいがあるはずです。リーダーとしてしっかり力を発揮して

くれることを期待しています。下学年は、上学年の姿を見てあこがれを抱き、自分たちもあん

な風になりたいと感じるはずです。異学年交流の中で、学級の友達との関わりだけでは味わえ

ない素敵なものを味わってほしいと思います。すでに、休み時間に 1年生が同じ縦割り班の 6

年生を見つけてかけよっていく姿や、朝の登校時に同じ縦割り班の友達に会って「おはよう」

と元気に挨拶を交わしている姿などが見られています。見ているほうは、とても温かい気持ち

になり、思わず笑顔になります。もっともっと仲良くなって学校中に笑顔があふれるといいな

と思っています。 

☆朝の見守り（見守り隊、保護者、交通指導員）ありがとうございます。下校時の「おかえ

り・ただいま運動」もよろしくお願いします。 

 


